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地
域
の
支
え
合
い
を
応
援
す
る
標
語

地
域
の
絆
を
深
め
、
安
心
・
安
全
の

輪
を
広
げ
よ
う
!!

　

今
回
は
、
平
成
26
年
の

火
災
発
生
件
数
と
「
防
火

の
４
チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い

て
の
Ｑ
＆
Ａ
で
す
。

Ｑ�　
市
内
で
は
、
昨
年
ど
の
く
ら
い
火

災
が
発
生
し
た
の
？

Ａ�　
平
成
26
年
中
に
236
件
の
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
前
年
比
で
は
９
件
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ�　
火
災
の
原
因
で
多
い
の
は
？

Ａ�　
ト
ッ
プ
は
放
火
（
疑
い
を
含
む
）

で
す
。
前
年
比
で
11
件
の
増
加
で

す
。
次
は
た
ば
こ
で
、
３
位
は
た
き

火
と
天
ぷ
ら
鍋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ�　
自
分
で
で
き
る
火
災
予
防
の

チ
ェ
ッ
ク
方
法
は
あ
る
の
？

Ａ�　
「
防
火
の
４
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。
①
場
所
は
危
険

で
な
い
か
、
②
器
具
は
安
全
か
、
③

使
い
方
は
正
し
い
か
、
④
後
始
末
は

完
全
か
、
の
４
項
目
で
す
。

Ｑ�　
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ�　
①
場
所
は
危
険
で
な
い
か

　

安
全
な
器
具
で
も
、
燃
え
や
す
い
物

の
近
く
で
使
用
す
れ
ば
火
が
燃
え
移
る

こ
と
が
あ
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

②
器
具
は
安
全
か

　

「
変
な
に
お
い
が
す
る
」
「
音
が
お

か
し
い
」
「
炎
の
色
が
極
端
に
明
る

い
」
な
ど
、
器
具
の
様
子
が
い
つ
も
と

違
う
時
は
使
用
を
中
止
し
、
点
検
し
ま

し
ょ
う
。
正
常
な
状
態
に
戻
ら
な
い
場

合
は
、
専
門
の
業
者
に
点
検
や
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
使
い
方
は
正
し
い
か

　

器
具
に
は
使
用
目
的
に
あ
っ
た
使
い

方
が
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
使
い
方
を
す

る
と
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
後
始
末
は
完
全
か

　

火
を
使
っ
た
後
は
、
確
実
に
火
が
消

え
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
電
気

器
具
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
一
人
が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

を
し
て
、
火
災
の
な
い
安
心
・
安
全
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

３
月
１
日
（
日
）
～
7
日
（
土
）

「
平
成
27
年　

春
の
火
災
予
防
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
下
京
消
防
署
（
☎
361
・
４
４
１
１
）

～平成26年の火災発生件数と「防火の４チェック」～
けすぞう君のＱ＆Ａ

　
迷
わ
ず
、
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
、
老
人
福
祉

員
、
高
齢
サ
ポ
ー
ト
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

や
区
役
所
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
！

高
齢
者
が
孤
立
？　
　
詐
欺
か
も
？

最
近
見
か
け
な
い
！　
様
子
が
お
か
し
い
か
な
？

　

皆
さ
ん
、「
お
薬
手
帳
」
っ
て
ご
存
じ
で
す

か
。
今
ま
で
に
薬
局
で
院
外
処
方
せ
ん
の
お

薬
を
も
ら
わ
れ
た
時
に
薦
め
ら
れ
て
お
持
ち

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
お
薬
の

記
録
を
一
冊
の
手
帳
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
医
師
や
薬
剤
師
に
よ
る
お
薬
の
重
複

や
飲
み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
緊
急
災
害
時

に
カ
ル
テ
が
な
く
て
も
服
用
歴
が
確
認
で
き

る
な
ど
の
優
れ
た
点
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
「
お
薬
手
帳
」
の
内
容
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
取
り
込
め
る
「
電
子
版
お
薬

手
帳
」
の
運
用
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
現
在
、
従
来
の
「
お
薬
手
帳
」
の
機
能
を

す
べ
て
カ
バ
ー
で
き
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で

も
「
電
子
版
お
薬
手
帳
」
は
「
お
薬
手
帳
」

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
「
お
薬
手
帳
」

を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
時
の
薬
の

確
認
や
、
情
報
の
検
索
が
速
い
な
ど
「
電
子

版
お
薬
手
帳
」
な
ら
で
は
の
利
点
も
多
数
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
京
都
府
薬
剤
師
会
で
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
「
京
都
ｅ
‐
お

薬
手
帳
」（「
ｅ
‐
お
薬
手
帳
」
の
京
都
版
）

を
用
意
し
て
、
こ
の
「
電
子
版
お
薬
手
帳
」

の
普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
か
か
り
つ
け
薬
局
ま
た
は
京
都
府
薬

剤
師
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
京
南
薬
剤
師
会
　
塚
本
隆
史

電子版お薬手帳

　南部まち美化事務所では、「ぼくもわたしもエ

コライフ」をテーマに子どもから大人まで楽しめ

るイベントを開催します。皆さんのお越しをお待

ちしています。

～ぼくもわたしもエコライフ～

南部まち美化
スプリングフェスタ

大
宮
通

油
小
路
通

烏
丸
通

近
鉄
京
都
線

地
下
鉄
烏
丸
線

十条通

南部まち美化事務所

近鉄
十条駅

地下鉄
十条駅

　１月１日現在で調製した京都市農業委員会委員（第

２区選挙区（※））の選挙人名簿を次のとおり縦覧に供

します。

期間　２月23日（月）～３月９日（月）
時間　午前８時30分～午後５時
場所　西京区選挙管理委員会（西京区役所内）
　　　（西京区上桂森下町25-1）

（※）第２区選挙区は中京区、下京区、南区、右京区

（京北地域を除く）、西京区

問　市選挙管理委員会（☎241-9250）

京都市農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
歴
史
に

造
詣
の
深
い
下
京
区
内
に
在

住
、
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る

京
都
検
定
１
級
を
お
持
ち
の

方
々
に
出
題
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

都
に
疫
病
が
流
行
す
る
と
…

　
五
條
天
神
宮
の
受
難
?!

　

五
條
天
神
宮
（
松
原
通
西
洞

院
西
入
）
は
、
平
安
遷
都
の
際

に
空
海
が
大
和
国
か
ら
勧

か
ん
じ
ょ
う請

し
た
と
さ
れ
る
古
社
で
す
。
疫

病
退
散
の
神
様
と
し
て
崇
敬

を
集
め
、
祭
神
の
少

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
が

薬
の
神
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
家
の
祖
神
と
し
て
も
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
徒
然
草
」
二
百
三
段
に
も
登

場
し
、「
天
皇
が
病
気
の
際
や

疫
病
が
流
行
し
て
い
る
際
に
は

五
條
天
神
の
社
前
に
靫ゆ

ぎ

（
矢
を

入
れ
て
背
負
う
筒
型
の
箱
）
が

か
け
ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
、
疫

病
退
散
の
神
様
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
室
町
期
に
は
疫
病
そ

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
、
応
永
28
（
１
４
２
１
）

年
４
月
の
後ご

崇す

光こ
う

院い
ん

の
日
記

「
看か

ん

聞も
ん

御ぎ

ょ

き記
」
に
よ
る
と
、
疫

病
が
流
行
し
た
際
に
、
五
條
天

神
宮
の
神
様
が
朝
廷
か
ら
処

分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
処
分

を
受
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？

①
　
流
罪

②
　
焼
き
払
い

③
　
社
名
の
変
更

　

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
の
ほ
か
紙
面
へ
の
感

想
を
書
い
て
、
３
月
６
日
（
金
）

必
着
で
、
〒
600-
８
５
８
８
（
住

所
記
載
不
要
）
下
京
区
役
所
地
域

力
推
進
室
「
謎
と
き
！
下
京
」
係

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

２
人
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
解
答
は

４
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

第６回
高齢者権利擁護講演会＆
なんでも相談会を開催します！

区民が主役のまちづくりサポート事業

　高齢者の権利や生活を守ることを目的に、知恵満

載の講演会と相談会を開催します。

場所　下京区役所４階会議室
対象　�高齢者の方や、高齢者の介護や支援をしてい

る方(事業者・専門職を含む)

費用　無料　　申込み　不要

◆高齢者権利擁護講演会
時間　午前10時30分～11時30分（受付：午前10時～）
演題　�「老後資金計画に欠かせないお金の話し」
　　　～これからの年金・介護・相続について～

講師　薮内　美樹氏
　　　�（FPオフィス　ライフ＊カラーズ代表、ファ

イナンシャル・プランナー CFPR）
定員　100名（先着順）

◆高齢者なんでも相談会
時間　�午前10時30分～午後４時
　　　（受付：午前10時～午後３時）

相談内容と相談員
　法律分野（弁護士・司法書士・行政書士・社会保

険労務士など）、福祉分野（社会福祉士・介護福祉士

など）、医療分野（医師・看護師など）など

定員　時間内・先着順

問　�「下京・高齢者権利擁護支援ネットワーク」事務
局　京都市下京・西部地域包括支援センター

（☎326-3639　FAX326-3647）

　ご高齢の方が住みなれた地域で生きがいを持っていきいきと暮らし続けるためには、子どもや
現役世代との世代を超えた交流を深め、社会でいきいきと活躍されることが大切です。
　そこで、市では、世代間交流の模範になると認められる団体活動事例などを募集し、優れたも
のを表彰する「京（みやこ）の仲良し三世代表彰」を平成21年度から実施しています。
　12月20日、平成26年度の表彰式が、京都市勧業館「みやこめっせ」で開催された「市民すこや
かフェア」において行われ、下京区から、「西大路学区老人クラブ連合伸寿会」が市長賞を、「三
世代ふれあい交流プロジェクトチーム」がすこやかフェア会長賞を受賞されました。
問　市保健福祉局長寿福祉課（☎251-1106）

　西大路小学校の校庭の除草と清掃
を、同校の児童や保護者の方々と共に、
夏休み明けに行う活動を昭和50年から
続けています。
　三世代がコミュニケーションをと
り、互いに刺激を与え合いながら、作
業を行っています。作業後は校庭がと
ても綺麗になり嬉しいとともに、地域
のつながりを感じることもできるのが
喜びです。

　下京区内の全児童館４館でプロジェクトチーム
を結成し、児童館を利用している児童と保護者、
見守り活動を行う支援者及び地域の高齢者との交
流事業を実施しています。
　この取り組みを通し、世代を越えた交流を深め、
相互に見守り合い、みんなが笑顔で過ごせる地域
づくりを進めていきたいと思います。

【西大路学区老人クラブ連合伸寿会】 【三世代ふれあい交流プロジェクトチーム】

下京区災害ボラン
ティアセンターとは
　災害が発生した
場合に、区長の要
請により、下京区
社会福祉協議会が
設置・運営します。
　被災者のニーズ
などを把握のうえ、
ボランティアの受
入れ及びコーディ
ネートなどを行い
ます。

問　地域力推進室総務・防災担当（☎371-7164）

～京都産業大学と協定を締結～
下京区災害ボランティアセンターの設置場所を新たに確保

問 下京警察署
　 （☎352-0110）

自
転
車
の
盗
難
被
害
防
止
に
は

　
と
め
た
ら　
鍵　
鍵
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」

（
鍵
を
２
箇
所
に
か
け
ま
し
ょ
う
）

下
京
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

千
年
を
守
る
　
未
来
を
創
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
い
方
や
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
健
康
す

こ
や
か
学
級
」
や
福
祉
施
設
な
ど
下
京
区
の
福
祉

の
現
場
を
め
ぐ
り
、
見
学
や
交
流
を
通
し
て
、
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

日
時　

３
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

集
合
場
所　

下
京
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象　

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
に

関
心
の
あ
る
方

定
員　

10
名
（
先
着
順
）

費
用　

�

無
料
（
昼
食
を
希
望
さ
れ
る
方
は
昼
食
代

700
円
が
必
要
）

申
込
み　

�

２
月
23

日
（

月

）

か

ら

３

月

２

日

（
月
）
ま
で
に
、
来
所
ま
た
は
電
話
に

て
下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

そ
の
他　

�

徒
歩
20
分
程
度
の
移
動
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
込
み
先　

下
京
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
361
・
１
８
８
１　

所
在
地
：
下
京
区
花
屋
町

通
室
町
西
入
乾
町
292　

下
京
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
）

ボランティア入門講座
〜下京・福祉の
現場めぐり～
参加者募集

～京（みやこ）の仲良し三世代表彰～下京区から２団体が受賞

表彰式の様子
昨年の様子

区民が主役のまちづくりサポート事業補助金を活用して実施！代表の橋
は し

本
も と

四
し

郎
ろ う

さん

写真右から崇仁児童館の吉
よし

田
だ

館長、下京ひかり児童館の大
お お こ う ち

河内
館長、七条第三児童館の丸

まる

本
もと

館長、修徳児童館の木
き

戸
ど

館長

親と子がともに育む
「下京つながりフェスタ」

　下京子育てつながろう実行委員会では、子育てにおける孤立や不安をなくし、地域ぐるみの「子

育ての輪」を広げるため「下京つながりフェスタ」を開催します。

　初開催となる今回は、「親子・子育てあるある」をユーモアいっぱいのお芝居でお楽しみいただく

「子育てJOYトーク」をはじめ、大人と子どもが一緒になって運営をするステージコーナー、古着の

交換会など、親子で一緒にお楽しみいただけるイベントが満載です！

【午後の部】�午後１時30分～３時�
（開場は午後１時）

 

対象　�園児・児童・生徒とその保護者
　　　※小学生以下は保護者同伴
定員　100名（先着順）　　費用　無料
申込み　�２月16日（月）から23日（月）までに電話また

はＦＡＸで下京区役所地域力推進室まちづ
くり推進担当までお申し込みください。

〈ＦＡＸの場合の記載事項〉
「子育てJOYトーク」、代表者の氏名、郵便番号、
住所、電話番号、申込
人数（複数名でお申し
込みの場合は代表者を
含めた人数）
※�FAXでお申込みの場
合は、２月下旬に参
加の可否をハガキに
てお知らせします。

主催　下京子育てつながろう実行委員会
問・申込み先　�地域力推進室まちづくり推進担当�

（☎371-7170、FAX351-4439）

と笑って

と気付く

日時　２月28日（土）　午前10時～午後３時
場所　下京青少年活動センター

下京子育て
つながろう実行委員会
代表の和

わ

田
だ

雅
まさ

博
ひろ

さん

内容については変更となる場合があります

写真左から、柿
かき

野
の

欽
きん

吾
ご

京都産業大学理事長、
山本耕治下京区長

協定締結式の様子（京都産業大学、各学区自治連合会、各学区
自主防災会、下京区社会福祉協議会の皆様）

自
治
会
参
加
　
つ
な
が
る
心
が
　
町
守
る

自治会・町内会に入って住みよいまちに　～自治会・町内会は、まちと人を守っています～
京都市は「地域コミュニティ活性化推進条例」を制定し、自治会・町内会を中心とする地域活動を応援しています

日時　３月14日（土）�午前10時～午後２時
　　　※�荒天中止（開催の有無は当日午前８時以降

に　　　　　　　　（１面右下参照）まで）

場所　�南部まち美化事務所�（南区十条通大宮下る
　　　�※�近鉄十条駅徒歩３分）
内容　�地元産野菜の朝市、地域の皆様によるステー

ジ、古着・古本の回収と無料市、資源物の臨
時回収、キャンドル作り、ごみ収集車への積
込み体験、ゲームなど

申込み　不要
※�お買い物用にマイバッグのご持参をお願いします。
問　�南部まち美化事務所（☎681-0456）

京都いつでもコール

４月は市政協力委員の改選時期です

　市政協力委員は、市民の皆様と市政のつなぎ手と
して、市民しんぶんや選挙公報の配布、市政広報ポ
スターの掲示、地域の意見・要望の取り次ぎなど、
市政・区政の推進に欠かすことができない大変重要
な役割を担っていただいています。
　人と人とがつながり合い、支え合う、「自分たち
のまちは自分たちで良くしていく」という地域コミ
ュニティづくりにご協力をお願いします。
問　�地域力推進室まちづくり推進担当（☎371-
7170）、市文化市民局地域自治推進室地域づく
り推進担当（☎222-3049）

新年度に向けて各担当区域
での選出をお願いします

西
大
路
通
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通

五条通

七条通 七条千本

↑二条

↓京都

花屋町通 丹
波
口

七
本
松
通

Ｊ
Ｒ

七条御前通

下京青少年
活動センター

【午前の部】�午前10時～午後１時�
（ステージは正午まで）

・�区内の小学生によるステージ

 【出演校】
 ・七条小学校「和太鼓クラブ」
 ・梅小路小学校「文化部」（琴演奏）
 ・淳風小学校「すいんぐきっず」
　（ジャズ演奏）

・下京中学生によるお茶席
・�七条中学生による遊びのコーナー
・古着の交換会
・�かんたん手作りおやつコーナー
・模擬店販売
　　　　　（一部コーナーは有料）

子どもと大人が力を
合わせ、つくり上げ
るフェスタです！
ぜひお越しください。

3月7日
（土）

多職種の相談員
が、様々な相談
に応じます！

【市内・区内の平成26年の火災発生件数】
火災原因 市内 ( 前年比 ) 区内 ( 前年比 )

放火（疑いを含む） 58（＋11） ３（±０）

たばこ 27（－６） １（－２）

たき火 12（－７） ０（±０）

天ぷら鍋 12（－５） ０（－２）

コード 11（－４） １（±０）

暖房器具 10（－４） ０（－３）

ガス・油引火 10（＋７） ２（＋２）

その他 96（－１） ４（－５）

～楽しいお芝居とおしゃべりでつくる～

交流事業の様子

　この度、下京区では、災害が発生した場合に設置する
「下京区災害ボランティアセンター」を、京都リサーチパ
ーク㈱（KRP）内の施設に続き、学校法人京都産業大学の
「むすびわざ館」内に確保することができました。

　これは、様々な事態に対応できるようにするため、京都

産業大学に協力のお願いをしたところ、ご快諾をいただき

実現したものです。１月19日には、同センターを実際に設

置・運営する下京区社会福祉協議会の渡
わた な べ

邊洞
とう

曉
ぎょう

会長をは
じめ、関係団体の方々約40名のご出席のもと、協定締結式
を行いました。
　なお、「むすびわざ館」に隣接する京都産業大学附属中
学校・高等学校のグラウンドは広域避難場所に指定されて
います。
　災害への備えは、「やりすぎる」ことはありません。下京区では、これからも
地域の皆様と連携して、防災機能の強化に努めてまいります。

要事前
申込み

（下京区西七条
北東野町90　
市バス「七条
千本」より徒
歩3分、「七条
御前通」より
徒歩２分）


